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研究成果の概要（和文）：成長期の食物アレルギー児は増加傾向にある。集団生活における対応給食も多様化、
複雑化しており、患児の誤食事故を防ぎ安全提供のためのエビデンスの蓄積が求められている。本研究では、給
食管理及び小児科学的見地から、保育・教育施設における給食対応の状況調査と、給食提供過程で混入する抗原
分析を行なった。検討結果をもとに、リスク管理のための対応給食提供マニュアルを作成した。   

研究成果の概要（英文）：Children with food allergy are on the rise. School lunch service adapted to 
food allergy is becoming more diversified and complicated. Thus, the accumulation of evidence for 
the safe provision of school lunch service is needed to prevent accidental ingestion. In this study,
 from the viewpoint of food service management and pediatric medicine, we investigated the current 
situation of food allergy adapted lunch service in childcare and educational facilities and analyzed
 the antigen contamination during the food processing. Based on the results of the study, we 
prepared a manual for risk management of food allergy adapted school lunch service.  

研究分野：食物アレルギー

キーワード： 食物アレルギー　食物アレルギー対応給食　コンタミネーション　ELISA法　抗原分析　アレルゲン　リ
スク管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本成果のエビデンスをもとに、自治体の給食施設向け食物アレルギー対応マニュアルを作成し、保育・教育施設
関係者向けセミナー・講演会などを通して報告・広報活動を行った。また、専門書を作成し、管理栄養士養成校
での「食物アレルギーの栄養指導」科目を新規開講した。さらに日本栄養士会卒後教育の一環としてアレルギー
関連学会協働のもと、専門の知識と技術を有する栄養士・管理栄養認定制度の立ち上げに協力した。関係者の得
た知識とスキルが、対応給食のリスク低減化に寄与することを期待する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 小児食物アレルギーは増加傾向であり、10万人以上の成長期の児の食生活に影響を及ぼして

いる。従来の治療は、原因食物の回避（除去）で自然寛解を待つのみだったが、免疫療法の進

展により症状が出ない程度の原因食物摂取が推奨されている。よって成長期の食物アレルギー

対応給食の多様化は必至であるが、誤食事故を防ぎ、安全提供のためのエビデンスが不足して

いる。 

 

２．研究の目的 
 給食経営管理と小児科学的見地から、給食提供過程で摂取、混入する抗原分析と、幼児期・

学童期患児の臨床的特徴、誘発閾値との関連性を鑑みてリスク評価を行う。さらに 

HACCP(Hazard Analysis and Critical Control Point)手法、我々の保育所先行研究等を勘案し、

リスク管理のための対応給食提供マニュアルを作成することとした。 

 

３．研究の方法 
（1）保育所関係者293施設及び学校関係者（幼稚園197園、小学校278校、中学校131校、高等学

校53校、支援学校17校）を対象に、食物アレルギー対応給食提供時の誤食状況調査を行なった。 

（2）A県内の認可保育所を対象とし、調理場内に飛散及び提供給食に混入する抗原タンパク質

を測定し、傾向を検討した。原因食物は頻度の高い３抗原（卵、乳、小麦）の検出を試みた。

抗原検出は、給食準備・提供時間帯に厨房内外にシャーレを設置し、飛散した各抗原と提供給

食中に混入した各抗原の量を測定した。測定は食品衛生法の通知による「FASTKITエライザ

Ver.Ⅲ」キットを用いた。 

（3）学校給食を提供する単独校および学校給食センターを対象に、１ヶ月中の給食献立から原

材料及びアレルギー表示のある鶏卵、牛乳、小麦、大豆及びその加工品を抽出し、使用頻度と

使用量の集計・分析を行なった。 

 

４．研究成果 

（1）保育所においては、通常献立の給食をアレルギー児に向けて気づかずに出すなどのヒュー

マンエラーが多い傾向にあった。また、これまで食物アレルギーの既往なしの児が、保育所で

初めて原因食物を摂取することで発症する事例がみられた。一方、学校給食では、センター給

食あるいは栄養士不在の単独校において、担任・養護教諭が教室で原因食物を取り除いた給食

をアレルギー児が摂取をした結果、症状が誘発した例がみられた。文部科学省の指針が浸透し

ているものの、児童生徒への提供方法にも課題が残されていることが明らかとなった。 

（2）小麦・鶏卵を扱う献立では、厨房内の飛散および給食の混入が10数μg/gレベルで確認さ

れた。保育所給食では、全施設で米飯中への混入は認めなかったが、汁物等で抗原が検出され

たものがあった。今回の結果から最重症を除き通常の給食作成で対応給食は提供可能と推測さ

れたが、小麦など粉体成分は飛散や混入の可能性が否定できず、管理体制の徹底が望まれた。

給食提供までのリスク管理では、保育所及び学校の調理場内において、鶏卵そのものを主体と

した料理を提供した食器に洗浄後も残存する傾向にあることが明らかとなった。したがって、

鶏卵を用いる場合には、食物アレルギー児用の食器を別に設けることが望ましいこと、小麦粉

を扱う場合には混入を避ける工夫が求められた。 

（3）学校給食で使用される各原因食物使用品目数は、鶏卵・卵を含む加工品では主に7品目、

牛乳・乳加工品13品目、小麦・小麦加工品25品目で、大豆・大豆加工品は39品目にのぼった。

施設間で使用頻度に差がみられ（分散分析：p＜0.05）、鶏卵は変動係数が大きかった。加工品



は、さつまあげ、チーズ、しょうゆ、コンソメなどが頻回使用されていた。学校給食の業務用

加工品では、原材料に鶏卵、牛乳、小麦不使用の製品が増えており、通常給食にこれら製品を

使用する対策が進んでいた。しかし大豆及び大豆を含む加工品は多品目にわたり、対応の難し

さがうかがわれた。 

（4）前述の成果をもとに、自治体の給食施設における食物アレルギー対応マニュアルを作成す

るとともに、保育・教育施設関係者向け食物アレルギーセミナー・講演会などを通して報告・

広報活動を行った。また栄養士・管理栄養士他関係者向け専門書を作成し、養成校にて「食物

アレルギーの栄養指導」科目を新規開講した。さらにアレルギー関連学会協働のもと、日本栄

養士会における専門の知識と技術を有する栄養士・管理栄養認定制度を専門的立場として立ち

上げに協力した。今後はマニュアル実施過程における評価を継続する予定である。 
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